
　旧新郷小学校と笹川郵便局との間の沢を

「化ケ物沢」という。２つの説がある。

　１つは「生き埋め説」である。江戸時代、
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の力にすがって思いを果たそうと、小学校

裏の墓地に生き埋めにさせたという。以来、
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旧新郷小旧新郷小

時々怪霊が現れたので、化ケ物沢と名付けたという。この話の元は、

元禄 10 年（1697）の肝煎喜三郎が未進金を出したために肝煎職と

田宅を召しあげられ逐電し、代わって柴崎村の肝煎忠左衛門の弟小右

衛門が未進金を弁納し樟山村の肝煎になったという話。しかし、喜三

郎は５年後に帰村しているので生き埋め説には疑問が残る。

　もう１つは、「オサイ亡霊説」である。樟山から平明に奉公に来て

いたオサイが不義の子を身ごもり、誰にも相談できず悩んだ末に笹川

に身投げして命を絶った。哀れんだ村人が村境の墓に埋葬した。とこ

ろが夜な夜な子を抱いたオサイが「この子を抱いてください。抱いて

やってください」と現れるので道行く人が途絶えてしまった。この話

を聞いた上小島善応寺の和尚様が、オサイの霊を寺に連れ帰り、読経

を唱え成仏させたので現れなくなったという。ある夜、オサイが和尚

様の枕元に立って感謝を述べ、「これからはお産で亡くなる人がない

ように守ります。」と告げたという。
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　町史６巻上「民俗」には、新村の薄キミ談の六部の生き埋め話と、呼賀の仲川スガによる高目八屋

敷墓地の「オボコ抱き」の化け物の話が載っている。
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